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今 回 は紅 葉 に つ い て 語 りま し ょ う。

カ エデ 科の カ エ デ は カエ ル テ(蛙 手)の 訂ヒった 語 だ そ うで す ね 。 漢 字 の 楓 は マ ンサ ク科 の フ ウの

事:で械 もカ エ デ で は無 い と牧 野博 士 は言 うそ うで す が 、 今 は慣 習 で 用 い て 居 ます 。 花 言 葉 は"遠 慮

""陰 栖"
。 さて 百 人 一首 に 出 て くる モ ミジを 歌 った の は

「この た び は ぬ さ も と りあ へ ず 手 向 山 、 もみ ち の 錦 神 の ま に ま に(菅 家)」

た び は旅 と度 と掛 け て い ます。 ぬ さ は御 幣 で 手 向 山 は 奈良 県 の峠 、 ま に ま に とは 御 意 の ま ま に と

い う事 な ので す 。

「奥 山 に紅 葉 ふ み わ け 鳴 く鹿 の 、声 聞 く時 ぞ秋 は悲 しき(猿 丸 大 夫)」

隠瀦 の孤独感や寂蓼感がよく出て居ますね、作者は不明ですが誰かのかくれ名だそうです漉 ⊥

の 鳴 声 は雄 が 雌 を 呼 ぶ 時 だ そ うで すが 奈 良 公 園 で聞 い た 要が あ りま した 。 仲 間 を も呼 ぶ 。

「を ぐ ら山 峰 の もみ ち葉 心 あ らば 、 い ま ひ と た びの み ゆ き待 た なむ(藤 原 忠 平)」

を ぐ ら山 は京 都 嵯 峨 に あ り、み ゆ き は醍 醐 天 皇へ の願 いで 、紅 葉 よ行 幸 まで 散 らず に待 て との 願

い を托 した もの で す 。

「嵐 吹 く三 室 の 山 の もみ ち 葉 は 、 龍 田 の 川 の 錦 な りけ り(能 因 法 師)」

嵐 吹 くは満 山 の 紅 葉 が 散 乱 す る様 、 三 室 の 山 は 大 和国 生 駒 郡 、龍 田 の 川 も生 駒郡 。

歌 の解 釈 は 文学 や 歌 道 に堪 能 な諸 者の ど な たか に お尋 ね 下 さ い 、読 め ば 読 む 程 味 あ る 奥 深 い 心 境

{の 様で すが 熟 風流 な 私 に1ま裏 の裏 まで 察知 す る力 が あ りま せん ・ ち ょ っと 万難 を 開 い て 見 ま し ょ

う。 難か しいで す が モ ミジに関 す る もの2首 、

「吾 が 屋 戸 に黄 変 つ かへ るで 見 る ご と に妹 を 懸 けつ つ 恋 ひ ぬ 日 は な し」

吾 が屋 戸 は ア ガ ヤ ドで 、 黄変 つ か へ るで は モ ミづ 蛙 弄です 、妹 は恋 人 で す 。

「児毛 知 山 若 か へ るで の もみ づ まで 宿 も と吾 は思 ふ 汝 は何 ど か思 う」

児 毛知 山 コ モチ ヤ マ 、か へ る での 蛙 手 の 、 もみ ず ま で紅 葉迄 、宿 もと 吾 は 思 ふ ネ も と ワは モ ふ と

読 む 、妹 イ モ は恋 人 の}髭,

万 葉研 究 家 に聞 か ぬ と仲 々 に解 せ ぬ歌 の 様 です ね。 こ こ で紅 葉 に つ い て 記 し ま し ょ う。

本道 に最 もあ りふ れ た もの に は、 ハ ウ チ ワカ エ デ(羽 団 扇 楓)、 ヤ マ モ ミジ(山 紅 葉)、 ミネ カ A
エ デ(峰 楓)、 ミツ デ カ エ デ(三 手楓)、 オ オ イ タヤ メイ ゲ ツ(大 板 屋 明 月)、 エ ゾイ タ ヤ メ イゲ

ツ(蝦 夷板 屋 明 月)、 コハ ウチ ワカ エ デ(小 羽 団 扇楓)、 オ オ モ ミジ(大 紅 葉)、 オ ガ ラ バ ナ(麻

幹 花)等 が あ り ま す。 正式 の モ ミジは別 名 を イ ロハ カエ デ とか タ カ オ カ エ デ と称 して 本 州 産 で す,,

イタヤ カ エ デ は 黄変 す る部 に 入 れ 、 黄葉 種 は み な 略 しま し ょ う。 又 、 力エ デ科 に属 しな い で 紅 葉 す

る もの も沢 山 あ り ま す が 省 略。 モ ミジの語 源 は 、 詩ベ ニ バ ナ を使 って 自 絹 を 紅 く染 め て鮮 紅 色 とす

る事 を もみず る と言 うの が靴 った と言 うの で す 。 ち な み に 源 氏物 語 に 柏 木 とい う巻 が あ り これ に出

て くる モ ミジは イ ロハ カエ デ の 事で あ る と の 考 証 が あ りま した 。

カエ デ 科の 分 類 に は雁 股 状 の(双 翅 果')角 度 が 大 切 で す か ら標 本 を 作 る時 は 花 と共 に この 果実 を

も揃 え ま し ょ う。 美 少 女が 恥 か しそ うに 、顔 に もみ じを 散 ら した よ うに と形 容 した 文 章は 仲 々 う ま

い 表現 で すね 。
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